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本研究で著者は、2009年 - 2011年に治療を行った上衣腫症例 6例：年齢中央値 4歳（2 - 6歳）と、
胚細胞腫症例 6例：年齢中央値 13歳（10 - 16歳）、を対象にしている。まず、陽子線治療、IMRT、３
D-CRT、の 3つの方法で、同一の CTを基に、共通の線量制約で治療を行った場合に、知能指数（IQ）
の低下の程度がどれだけ異なるかを比較している。なお、照射範囲は上衣腫では局所照射、胚細胞腫で






れだけ異なるかを調べている。最後に、本研究では 2011年 - 2014年に治療を行った腹部神経芽腫 10
例を対象に、陽子線と強度変調照射法（intensity modulated radiation therapy: IMRT）の 2つの方法






28.2-63.4%（中央値 43.4%）、IMRTに対して 28.4-62.0%（中央値 44.7%）低下したことを示した。ま
た、胚細胞腫症例については、陽子線治療、3D-CRT、IMRTにおける平均脳線量は、それぞれ処方線
量に対して、50.6％、63.6%、62.1%であり、陽子線治療では、平均脳線量は３D-CRTに対して 17.3-24.1%
（中央値 20.9%）、IMRTに対して 9.2-24.9%（中央値 20.5%）低下することを示している。さらに、IQ


































平成 30年 1月 10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
-３ 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
